（社）日本応用磁気学会  第5回化合物新磁性材料専門研究会
(Ca,Sr,Ba)-Cu-O系の物質合成と新展開

  高温超伝導体の基本となる骨格を形成するのは(Ca,Sr,Ba),Cu,Oの３種類の元素であり、これらを中心に様々な物質開発がなされてきました。しかし、この組み合わせからつくられる構造は２次元物質だけではなく１次元物質もあり、超伝導以外の機能性酸化物としても利用しようという動きも現れ始めています。またその多彩な構造は高圧合成や薄膜技術によってさらにバリエーションを増やすことができ興味のつきないところです。そこで、今回はアルカリ土類金属-Cu-Oという３元系物質を無機固体化学的に基礎から見直し、超伝導体としてなぜ優れた構造なのかについて改めて議論すると共に、より単純な１次元構造物質における光学材料としての新しい応用について紹介していただきます。化学から物理の分野の方まで幅広くご参加ください。
日　時：
2002年6月28日（金） 14:00 ～17:30

場　所：
東京大学工学部６号館３Ｆセミナー室A,D（東京都文京区本郷7-3-1）

（場所は左の地図を参照　http://www.u-tokyo.ac.jp/jpn/campus/map/map01/e24-j.html）
参加費：
無料
資料代：
無料

問合わせ先：塚田一郎(電中研) 
Tel:03-3480-2111（代）, Fax:03-3480-3401 E-mail: ichiro@criepi.denken.or.jp

プログラム

第1部 材料科学としての基礎を振り返る
　　　　　
座長 
山本文子 (ISTEC-SRL)

14:00 ～ 14:05
　はじめに



塚田一郎（電中研）

14:05 ～ 14:45
「Redox and crystal chemistry of complex alkaline earth transition-metal oxides : Stabilization of unusual oxidation states」

M. Karppinen（東工大）

14:45 ～ 15:15
「銅酸化物A-Cu-O（A: アルカリ土類金属）の低温合成法」

長井一郎（学振科技特、産総研）

15:15 ～ 15:30   ・・・・　（　休　憩　）　・・・・
第2部 超伝導体を見直そう




座長
塚田一郎  (電中研)

15:30 ～ 16:00
「高圧下 02(n-1)n 系超伝導物質」




安達成司（ISTEC-SRL）
16:00 ～ 16:30
「薄膜合成によるSr-Cu-O系およびBa-Cu-O系超伝導物質」


狩元慎一（NTT物性基礎研）
第3部 １次元物質の新展開

16:30 ～ 17:00
「一次元銅酸化物Sr2CuO3及びCa2CuO3の巨大非線形光学応答」


岸田英夫（東大新領域）
17:00 ～ 17:30
「一次元銅酸化物の光通信への応用」


芦田昌明 (通総研)
研究会でのビデオ，写真撮影および録音はご遠慮いただいております。

